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国立極地研究所

山岸久雄

極地から地球を見る

－白瀬探検から100年目の日本の南極観測－

アムンセンとスコット
の南極点到達競争

1911.12.14 到達
1912.1.17 到達

1911-1912年

ロバート・スコット

ロアール・アムンセン

白瀬矗 南極探検1910-1912年

開南丸（204トン）

五つの戒め
(1)酒を飲まない，(2)煙草を喫わない，(3)茶を飲まない，
(4)湯を飲まない，(5)寒中でも火にあたらない

1910年11月29日 芝浦出航

シドニーでの半年にわたるキャンプ生活。
市民の偏見、蔑視の中、David教授は、

白瀬隊の探検を正当に評価し、支援。

南磁極に立つDavid教授

（中央。シドニー生活での恩人）

白瀬の軍刀を秋田市長に披露する
David教授夫人

1年目は、南極海到着が遅れ、冬

間近。上陸できずに、オーストラリ
アに帰還。

１９１２年１月２８日
大和雪原到達
(８０°０５Ｓ、１５６°３７Ｗ)

南極点到達
アムンセン1911年12月14日
スコット 1912年 1月17日

2年目は、ロス棚氷に上陸成功。

犬橇で南緯80度に到達し、

大和雪原（ゆきはら）と命名。
ロス棚氷

1911年

の航海

1912年

の航海
愛知県幡豆郡吉良町の白瀬中尉顕彰碑

西林寺 白瀬中尉の墓

１９４６年9月4日、豊田市にて
逝去 85歳

われ無くも 必ず捜せ 南極の

地中の宝 世にいだすまで
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・第1回 極年 – 1882/3
・第2回 極年 – 1932/3

＊富士山測候所開設

・第3回 極年 – 1957/8 
（国際地球観測年）

IGY: International Geophysical Year
＊南極及び北極観測網の整備

日本が南極観測を開始
＊バンアレン帯の発見
＊初めての人工衛星打上げ

（1957:スプートニク, 1958エクスプローラ）

＊南極条約の締結
＊World Data Center の設置など

・国際極年 2007-2008

国際地球観測年 IGY1957/1958

南極観測は、
国際協力の原型

日本学術会議の決定

・昭和31年 9月29日、学術会議が政府に対し南極観測の実施の要望書提出。

・昭和30年８月24日、第1回南極地域後援特別委員会。茅会長。

1955年８月24日

南極観測は、
戦後の学術界

の大挑戦

IGY特別委員会南極分科会

• 1955年（昭和30年）9月、ブリュッセルで開催された会議
に日本を代表して参加した永田武東大教授。

• 日本の南極観測参加が承認された。

強固な反対もあったが、 終的には

日本の南極観測参加が承認された。

1955年9月

南極観測は、敗戦
国から脱却の第一
歩。乗り遅れては

いけない !

日本の分担地域決定
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ピーター1世島

プリンス・ハラルド海岸

ウィルクスランド

日本の担当地域は、「絶海の孤島」から「到達不能海岸」へ。

1955年9月

「貧乏くじ」を引かされ
たが、やがて先人の
努力は「科学的宝庫」

の地と成した

政府、南極観測参加を決定

国民からの募金に支え
られた。

戦後10年、復興を願う国民の期待を受け、政府決定から１年で全て
の準備を整えた。

• 昭和30年11月4日、閣議決定（南極観測の参加と統合推進本部の設置）。

• 昭和30年11月10日、第1回南極地域観測統合推進本部で挨拶する松村文部大臣

1955年11月

南極観測は、国民
の熱気、国をあげて

の支援で実現

第１次隊：出港

・昭和31年11月8日、東京晴海埠頭を出港。

・南極観測隊：永田武観測隊長以下53名。樺太犬22頭。

・「宗谷」：松本満次船長以下73名。

・随伴船「海鷹丸」は、10月25日に竹芝桟橋出港。

1956年11月

南極観測は、戦
後日本の一大イ

ベント
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犬ぞり偵察

• 宗谷の定着氷縁接岸。

• 東オングル島まで13kmの地点。

1957年1月20日

IGY予備観測、
現場の挑戦

第１次越冬隊員の発表

佐伯富男（整備・写真）

菊池徹（地質・イヌ）村越望（気象）

大塚正雄（機械）

北村泰一（宇宙線・極光夜光・イヌ）

中野征紀（医療・医学）

砂田正則（食糧・調理）

作間敏夫（通信・電気）

西堀栄三郎（越冬隊長）

藤井恒男（設営一般・報道）

藤井恒男（設営一般・報道）

立見辰雄（地質）

1957年1月24日

第一次隊、
11人のサ

ムライ

昭和基地命名

昭和32年1月29日、西オングル島に上陸。「昭和基地」と命名。

2007年5月21日。
48次隊が上陸地点を再発見。

1957年1月29日

悲願達成！

第１次隊：昭和基地建設

無線棟・居住棟・発電棟を完成

日本のプレハブ建築第１号
1995年日本建築学会賞受賞

1957年2月

日本の英知が
生み出したプレ

ハブ住宅

ビセットされた「宗谷」

オビ号による救出

昭和32年2月28日。

1957年2月

＊南極の自然は、
甘くはない。
＊冷戦時代の国際
協力。

感謝の印として贈られた日本人形。

ロシア極地博物館@St.Petersberg

第一次越冬

待ち受けていた試練
＊海氷上の食料２／３の流出

＊小屋の焼失

＊ブリザードで小屋破損

西堀イズム
＊創意と工夫

＊「やってみなはれ」

＊探求精神

1957年

＊失敗を恐れて
は、未知への挑
戦はできない。
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第２次隊：バートンアイランド号の「宗谷」救出

・バートンアイランド号の救援により基地向け侵入開始。２月7日。

・第一次越冬隊員11名とカラフト犬の子犬６頭の収容。２月10日。

1958年2月

「宗谷」再びビセット

第２次越冬断念

• 昭和33年2月24日、深夜の臨時発表をする茅学術会議会長。

• 樺太犬15頭の放置に、非難噴出。

1958年2月24日

南極観測、 大のピンチ

第３次隊

• 村山雅美越冬隊長他14名、昭和基地越冬再開。

• タロ、ジロとの再会。

• 大型ヘリコプターによる輸送力強化。162トンの物資輸送。

1959年1月14日

国民に感動を
もたらした。

南極条約の締結

日本は、南極条約原署名国12か国の一員で、
国際的な南極管理体制の重要な役割を果た
している。

＊条約協議国 29カ国

＊条約締結国 47カ国

日本は南極条約原署名国

●●

●

●

●

昭和

ドームふじ

あすか
みずほ

1967年 宇宙・天体条約
1994年 海洋法条約

＊南極地域の平和利用

＊科学的調査の自由と国際協力の促進

＊領土権主張の凍結

＊条約遵守監視制

＊環境保護議定書、生物資源保存勧告

越冬基地：18か国

夏季基地：27か国

1959年12月1日

＊南極観測の実績が、
国際的発言権を担保。
＊人類、理想の条約

第４次隊：福島隊員の遭難、やまと山脈初調査

・ 福島隊員遭難
・ やまと山脈 高峰に「福島岳」と命名。

福島ケルン（5次隊設置）

1960年

南極観測、
未踏への挑戦

南極は時に命を要求
する。しかし、決して
死んではならない。

第7次隊：南極観測再開

・昭和基地再開

・南極観測船「ふじ」就航

・輸送担当：海上保安庁から防衛庁

1965年11月20日

３年の中断後、
スケールをUPして再開
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第９次隊：極点旅行
1968年−1969年

内陸の系譜：
未踏への挑戦 1997年発見された「ふ

じ峠」道標（右）。新道標
（左）

第11次隊：みずほ基地開設
1970年７月２１日

南極観測、
複眼の視点

厳冬期の内陸オペレーション

第25次隊：「しらせ」就航

あすか基地（26次隊：
1985.3.26開設）

1983年11月14日

南極観測、飛躍のプ
ラットフォーム

第27次隊：ネラダン救出
19８５年12月1４−１６日

国際協力。ビセットさ
れた外国船を救出す
る南極実力国に。

第40次隊：オーロラ・オーストラリス救援

「オ」号船長のピーター・ピアスンさん：
「日本隊の救援にとても感謝しています」

茂原艦長：
「乗組員一同、本当によくがんばってくれました。天候にも恵まれて幸運でた」

白石観測隊長：
「こうした国際協力は南極ではごく当たり前のことです」

1998年12月18日

新南極観測船「しらせ」

進水式 2008.4.16

＊世界 新鋭の砕氷観測船
＊エコシップ：省エネ、環境保全

初の南極航海 2009.11〜2010.4

南極観測の
新たな時代の幕開け
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真冬の温度極大現象

中層・超高層大気の寒冷化

オゾン層の破壊

雲の発生

温暖化

温室効果ガスの増加

植物プランクトン
の大量生産

地圏

生物圏

雪氷圏

海洋圏

大気圏
（成層圏、対流圏）

宙空圏
（電離圏、熱圏、中間圏）

南極における地球システム科学

みずほ基地

開設 1970年
標高 2,230m
平均気温 -32.5℃

あすか基地

開設 1985年
標高 930m
平均気温 -18.3℃

開設 1995年
標高 3,810m
平均気温 -54.3℃

ドームふじ基地

昭和

ドームふじ

あすかみずほ

越冬基地：18か国

夏季基地：27か国
●●

●

●

●

昭和基地

日本の南極基地

日本の南極基地昭和基地

開設 1957年
標高 29m
平均気温 -10.5℃

国立極地研究所の付属観測施設

上空から見た昭和基地

←こちらは海

基地主要
部

管理
棟

発電棟 居住棟

昭和基地主要施設

基地主要部 管理棟

環境保全を意識した基地運営

1984年日本機械工業連合会
「優秀省エネルギー機器賞」

コ・ジェネレーションシステム

送油二重配管

太陽光発電
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高温焼却炉

焼いた灰はドラム缶で持帰る

バイオ技術による汚水処理

ビンは色分けし粉砕、ドラム缶詰

野ざらしになって
いた廃棄物

廃棄物を切断し、
木箱に詰め、ドラム
缶の上にデポ

昭和基地に残された昔の廃棄物一掃４ヶ年計画

清掃前 清掃後

積雪が少い年は、昔の廃棄物が露出する。毎夏、島内一斉清掃する。

清掃前
清掃後

昔の廃棄車輌の持帰り

一列に並んで持ち帰り
を待つ廃棄車輌

航空機の利用

●

●

●

●

●
●

ドームふじ基地

昭和基地

みずほ基地
ノボラザレフスカヤ基地

ケープタウンオーストラリア

IL76

BASLER TURBO

DORNIER

観測船「しらせ」

雪上車

DROMLAN：ドロンニングモードランド航空ネットワーク 日本、ドイツ、北欧３国、ロシア、南アなど参加

DROMLAN

2004/2005の例

５１次先遣隊５名（夏隊２名、越冬隊３名）が
DROMLANで昭和基地前の海氷上の滑走路に到着

１４

１７
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航空機によるネットワーク

２４

観測隊小型ヘリコプターの運用

３１

駐機場

凍った海の上に滑走路を作ります

昭和基地は南極で唯一、飛行機が越冬する基地でした

• エアロゾル観測

• CO2 大気サンプリング

• ペンギンセンサス

• リオメータアンテナ指向性測定

• 氷床氷縁部の撮影

• 気圧低下に伴う人体生理

航空機による観測

地上からのアデリー
ペンギン調査

航空機からの皇帝
ペンギン調査

情報発信
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ｱﾝﾃﾅ直径：ｱﾝﾃﾅ直径：7.6m7.6m
ﾚﾄﾞｰﾑ直径：ﾚﾄﾞｰﾑ直径：11m11m
送信６送信６GHGHｚｚ

受信受信4GHz4GHz
１Ｍｂｐｓ１Ｍｂｐｓ 常時接続常時接続

昭和基地にインテル昭和基地にインテル
衛星通信システムを衛星通信システムを
建設建設

昭和基地の通信革命昭和基地の通信革命

インテル衛星通信 2Mbpsで常時接続

データ通信 国内から遠隔観測、遠隔モニタリング

電話 昭和基地と国内料金で通話できる

ＰＨＳ （業務用5台、隊員用は基地内通話のみ）

ＴＶ会議システム （遠隔医療、こども南極教室、

隊員との業務打合せ、

隊員が国内研究集会に参加）

電子メール (サイズ10 MByte、 2分毎に接続）

インターネット （基地から世界中のＨＰ閲覧可）

インテルサット衛星による情報通信

国立極地研究所

観測のリアルタイムモニタリング

気象庁、国土地理院、海上保安庁
、情報通信研究機構、東北大など

学術ネットワーク

学校（南極教室の開催）

遠隔医療

電話回線網

インターネット

2004年2月開局

WEBカメラ映像の公開

インターネット

2Mbps

インテルサット衛星

昭和基地

テレサイエンス

南極授業

３０

1月26日 奈良高等学校1月27日 大久保小学校 1月30日 立川市柴崎学習館

2月6日 日本科学未来館

教員南極派遣プログラム

６０

南極北極科学コンテスト＆南極北極ジュニアフォーラム2009

審査委員長
（星合名誉教授）

５８
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遠隔医療実験

外科と内科の医師しかいない昭和
基地。テレビ会議で日本のお医者
さんに助言してもらう実験です。

仙台の整形外科、
後藤先生

遠隔医療実験
患部を手持ちカメラでくわしく写す

テレビ会議は日本にいる
家族との対面にも活用された

国際連携、アジアとの連携
● 共同観測の推進
● 共同研究の推進
● シンポジウム開催
● 隊員訓練への参加

「国際極年」日本-スウェーデン合同内陸調査日独共同航空機観測 2005-2007

アジア極地科学フォーラ
ム

1 2

3

4 5

6外務省１
環境省 1
極地研 2
他(ノルド研） １

1 6

2

5

4

3

我が国初の南極査察 2010.1.26(29)-2.15(10)

・南極条約体制の維持への貢献
・知見の蓄積 ３２

日本がリードする研究観測
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大陸地殻の形成と進化の解明

「しらせ」航路上の地磁気縞
模様が示す海洋底拡大

重力（ミリgal）

ゴンドワナ大陸の形成と分
裂

10 億年より古い地質

10 億年前の衝突帯

5 億年前の衝突帯

E-W Gondwana 衝突帯
(Pan-African belts)

南極

昭和基地はゴンドワ
ナ大陸研究の格好

の位置にある

セールロンダーネ
山地地学調査

隕石の多量発見

Science (1999）、Nature(2001）、Nature(2003)などで発表

16,836 個を採集
世界 大級の隕石コレクション

火星隕石 9個
月隕石 9個

太
陽

太陽風
オーロラ粒子 オーロラの源

オーロラは北極だけでなく、
同時に南極でも発生する

オーロラの発生機構の解明
南極と北極のオーロラは、どのように
似ているか、昭和基地－アイスランド
同時観測で確認する。

南北両極で同時刻に出現したオーロラ

昭和基地はオーロラ帯の真ん中。

オーロラ観測に 適。

共役性の良いオーロラが、短時間の間に、
数100km、東西方向にずれることがある。

昭
和
基
地
で
の
ロ
ケ
ッ
ト
観
測

オーロラの中へロケットを打ち
込み、直接観測する。
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オゾンホールの発見

継続は力なり！

高高度気球によるオゾン観測

オゾンホールの発見

1960 1970 1980 1990 2000
150

200

250

300

350

400

オ
ゾ

ン
全

量
（

m
a
tm

-c
m

)

年

オゾンホールの発見

南極で地球環境を探
る

昭和基地、 10月 （気象庁観測）

1979年と2009年の南極オゾンホール

（気象庁オゾン層情報センター）

1985年 「オゾン層の保護のためのウィーン条約」
1987年 「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定
書」

南極は温暖化しているか？

南極各基地の気温変化傾向（Turner et al., 2007）

南極半島域は著しい温暖化、東南極の温暖化は顕著
でない、内陸はむしろ寒冷化

ファラデー基地の年平均気温急上昇

昭和基地の年平均気温変化
有意な変化傾向なし

増加する二酸化炭素ガス

ー 北極：スバールバル（79°N）

ー 南極：昭和基地 （69°S）

年

濃
度

(p
p
m

v)

380

390

370

360

350

340

南極で地球環境を探
る

過去１万年の二酸化炭素濃度の変化

ー氷床コアから過去のCO2の変動を探るー

南極で地球環境を探

過去１万年、 近の200年を除き
CO2濃度は280ppmで安定していた

（みずほコア）

過去１万年の変化 産業革命以降の変化
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産業革命以降、化石燃料の消費

によりCO2は急激に増加してきている

（H15コア）

雪氷コア=地球環境のタイムカプセル

火山灰 海起源物質

ダスト空気

植物起源物質クラスレート

1年前

2年前

3年前

100年前

1000年前

１万年前

10万年前

10年前

数十万年前

岩盤

気
泡

火
山
粒
子

ク
ラ
ス
レ
ー
ト

氷床；地球環境のタイムカプセル

朝日新聞
2007年８月２４日

ドームふじアイスコアから復元された過去34万年の気温とCO2濃度の変
化

Nature(2003）、Nature(2007)などで発表

ドームふじ氷床深層掘
削

1996年 2503m

2007年 3035m

ドームふじ基地での掘削

完新
世

氷期I 氷期II 氷期
III

間氷期III間氷期II間氷期I

◀ 現在 385ppm
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雪上車隊の旅行

-50℃～-60℃での行動（人間と雪上車の行動限界）

短い日照時間 高い地吹雪と雪面の凹凸

風で雪が舞い上がり２０ｍ先までしか見えない

1993年

1997年 ドーム基地は
雪の下

航空機隊はドイツのドルニエ機でやってきた

ドームふじ基地に航空機隊と雪上車隊が勢揃い

コア現場解析ライン 水平バンド
ソー

トレンチ掘削 屋根がけ

ドリル
・全長 12.3m
・氷コア 3.8m
・ 直径9.4cm
・穴径 13.5cm

水平に寝かせたドリル本体

これをワイヤで吊り下げて
掘る
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ｺｱを取り出す時は外筒
から内筒を引き抜く

切りくずは２つの筒の間の
ｽﾊﾟｲﾗﾙで押し上げる

生物進化、極限環境微生物

南極の氷床下湖⇨ドームF氷床 下

層に水は存在するか？
氷床中の微生物、氷床下の微生物

バクテリア、花粉、菌糸、胞子etc

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

深さ
(m)

採 水

ボート

採 泥

現場型水質測定

コアリング

現在-5千年前のラン藻堆積物

5千-8千年前の海成堆積物

8千-3万年前のラン藻堆積物

それ以前の氷河性堆積物

3-４万年前の海成堆積物

スカルブスネス スリバチ池
西オングル大池

ーコケ坊主が示す過去数千年の南極沿岸生態史ー

コケ坊主

潜水調査

世界に先駆け、南極湖沼のコケ群落を発見

湖沼コケ群落の発見 コケの柱の断面を調べると、３００年もかかって
成長したことがわかった。

ペンギンの個体数変化・行動研究
西南極、英国シグニー基地

62% 減

BAS data

東南極、昭和基地

71% 増

装着カメラによる行動研究
西南極の温暖化と関係？

温暖化進行地域

昭和基地

ペンギン目線の映像 83

アデリーペンギンの１年

１月

２

３

４

５
６月

７

８

９

１０

１１

１２月

海で過ごす

巣作り、交尾

産卵
孵化

クレイシ期

巣立ち

換羽

短い夏に適応した
ヒナの成長速度
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１１月１０日

ペンギンが北の方からやってくる

１１月１７日

ルッカリー（巣）で繁殖するためだ

１１月１７日

卵は必ず２つ産む

１２月３日

産んだ卵はオスに任せて、メスは・・・

１２月３日

海氷上のクラックで、みんなで餌とり

１２月３日

その頃、オスはじっと卵を暖める・・・
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１０日くらいごとに交代しながら、３０日
間じっと暖める

１２月２４日

もうすぐ孵化

１２月２２日

生まれた
ばかりです

１２月２４日

どんどん餌を食べ、１日に100gづつ大きくなります。

１２月２４日

親は餌を口から吐き出し与えます

１月 ２日

生後１０日くらい。
親の体重の１／４
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１月１５日

生後２０日くらい。
親の体重の１／２

１月１８日

まだまだ食べて、どんどん大きくなります。

１月２５日

生後３０日、親の体重の３／４
ひなだけで集まるようになる。

１月２７日

３０日過ぎると成長が止まり、ヒナの毛
から、大人の毛へ生え替わる

２月２日 ２月５日

どんどん産毛は抜けていき・・・
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２月１０日

あと一息！！

２月１０日

生まれてから１ヶ月半で、
親と同じくらいの大きさに
なり、羽毛も生え変わり、
海に入れるようになる。
この成長の早さは南極の
短い夏に適応している。

日本南極地域観測隊

越冬隊 （約30名）
夏隊（約30名）

＊昭和基地の他、年によりドームふじ基地などでも
越冬 越冬交代：2月1日

・「しらせ」、昭和基地が拠点の本隊

・航空機、専用船を利用した別動隊

同行者
（約20名）

＊ジャーナリスト、中高教員

＊公開利用研究者、大学院生

＊技術者、外国人共同研究者

隊員の選ばれ方

・プロジェクト研究代表者からの推薦

（研究機関所属の研究者、技術者）

・極地研 有期雇用職員

（機械、発電機、車輌など）

・公募：毎年１１月に極地研ホームページで募集

（医療、調理、通信、野外マネージャーなど）

・定常観測担当機関からの推薦

（気象、海洋、測地、電離層など）

４５次越冬隊の人々
隊員４０名と新聞記者２名 通 信
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建 築 調 理

藤原奥田-1（和食） 和食和食
藤原奥田-2（洋

食） 洋食洋食

藤原奥田-3（中

華） 中華中華
藤原奥田-5
（鍋料理）鍋料理鍋料理
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１３０Ｌ雪入れ
130kl水槽 雪入れ 観測隊のいろいろな係

• 日刊新聞、 昭和基地ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

• 教養係（南極大学）、 映画係

• ｱﾙﾊﾞﾑ係、 図書係

• ﾊﾞｰ、ｿﾌﾄｸﾘｰﾑ、喫茶、お料理、製麺

• 農協、漁協

• ｽﾎﾟｰﾂ係（運動会企画）、娯楽（パーティー企
画）

• 木工、理髪

農協のレタス農協のレタス スポーツ係スポーツ係

毎月スポーツ大会を開催

ドッチボール大会

製麺係製麺係 手打ちうどん製作中手打ちうどん製作中 喫茶係喫茶係（休日の昼間開店）（休日の昼間開店）
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喫茶店、サザンクロス喫茶店、サザンクロス

漁協主催の
釣り大会

木工係、ミッドウインタ祭での木工係、ミッドウインタ祭での
露天風呂製作露天風呂製作

娯楽係による企画 お花見 お料理クラブ 花見弁当
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お料理クラブ お寿司屋 開店 極夜期の生活の楽しみ

気象記念日行事 気象部門の「かまくら」

ミッドウインタ 大運動会の聖火点火 ミッドウインタ フルコースディナー
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演芸大会

シドニー到着
井上隊員、
しらせ艦上で
結婚セレモ
ニー


